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1.5℃目標を目指すなかで、豊かで持続可能な社会を構築していける道筋
はあり、そこでは脱炭素は事業機会であることを提示。

IGES 1.5℃ロードマップ

IGES 1.5℃ロードマップ：日本の排出削減目標の野心度引
き上げと 豊かな社会を両立するためのアクションプラン

• 5つの変化と20の好機：1.5℃への道筋のどこに事業機会・

好機があるかを提示

• 各企業の強みを発揮するため、ルールメイキングを促すことの
重要性

• 詳細なテクニカルレポート

https://1p5roadmap.iges.jp

✓ 日本が1.5℃目標に貢献する排出経路

✓ 「より便利・安心なくらし」や「企業活動の生産性・付加価値
向上」を目指した脱炭素戦略

✓ 部門別のロードマップ（時系列のアクションプラン）を提示

https://www.iges.or.jp/jp/pub/onepointfive-roadmap-jp/ja
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デジタル化を起点として、社会経済の変化を前向きに取り込む

産業・オフィス モビリティ

CASE、シェアリング増加

• 車両数減少

• 自動運転のためのBEV化

流通の効率化

エネルギー利用

高精度な気象予測・電力需要予測

送電網での高度な電力潮流管理

分散型リソースの協調制御と
デマンドレスポンス

社会的に広く認知された「DXによる高付加価値化・生産性向上」の進展

デジタル化による生産性向上
• 生産プロセス自動化に伴い電化促進

テレワーク・オンライン会議の増加
• 通勤・出張での移動量減少
• オフィス床面積減少

くらしや仕事を豊かにしながら脱炭素が進む
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▼48%
▼30%

社会が必要とするエネルギーが小さくなる

これらの変化は電化・省エネ・再エネも促進する

再生可能エネルギーが飛躍的に増加する。
（洋上風力と屋根上太陽光が中心）

<再エネ電力量の変化>
<最終エネルギー消費量の変化>
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1.5℃目標達成に向けて、これから起こるであろう5つの変化と、
その変化がビジネスにもたらす20の好機をまとめた。
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企業による20の好機を活かした
取り組み事例と目指す将来像を順次公開中！
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■目指す将来像■取り組み概要

大和ハウス工業株式会社

ZEB・ZEH、屋根置き太陽光パネルの標準化

2030年までに、やれることはすべてやる。

私たちが建物を建てるほど社会の脱炭素化を進め、カーボンニュートラルを実現する。

新築建築物のネット・ゼロ・エネルギー化と

既存建築物の省・創エネ改修、および再生

可能エネルギーの供給を通じ、カーボン

ニュートラルの実現を目指します。

２
０
５
０

新築建築物における居住・使用段階の温室効果ガス排出

量を、2015年度比63％削減することを目指します。

すべての新築住宅・建築物をZEH・ ZEB化するとともに、全

棟に太陽光発電を搭載することにより、再生可能エネル

ギー100％のまちづくりを推進します。

２
０
３
０

商業・事業施設｜ZEB

参考資料： 大和ハウス工業HP 「脱炭素への挑戦｜カーボンニュートラル戦略」
https://www.daiwahouse.co.jp/sustainable/eco/decarbonization/

大和ハウスのカーボンニュートラル戦略



■目指す将来像■取り組み概要

CO2排出量の少ない建物は将来に渡り事業価値が高いものとみなし、

投資対象物件の収益に 【CO2削減量（t）×20,000円】 を「みなし収益」

として上乗せして投資判断を行う

参考資料： 大和ハウス工業リリース 「日本初 投資用不動産の投資判断基準としてICP制度を導入」
https://www.daiwahouse.co.jp/about/release/house/20230420143217.html

【運用ルール】

➢ ICPを用いてCO2削減量を金額換算し、投資判断基準の「内部収益率IRR」に反映

➢ Nearly ZEB（ZEH）以上の物件にのみ適用 ※屋根面積が小さい場合は、Ready以上に緩和

➢ ICPを適用前の「実IRR」にも下限値を設ける ※収益性を度外視するわけではない

＄

デベロッパー

テナント

投資家・金融

初期コストを

抑えたい

家賃を

抑えたい

高利回り物件

に投資したい

（初期コストのかかる）

ZEHやZEBの開発・流通が抑制⇒

現

状

＄

デベロッパー

テナント

投資家・金融

ICPにてZEH・
ZEBの開発を
後押し

CO2排出の小さ
いZEH・ZEBに
入居したい

空室リスクの低
いZEH・ZEB
に投資したい

ZEHやZEBがマーケットで評価⇒

将

来

大和ハウス工業株式会社

不動産投資へのｲﾝﾀｰﾅﾙｶｰﾎﾞﾝﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞの導入

負の
循環

正の
循環
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「ルール・インフラが変わる」事例

バリューチェーン全体で脱炭素経営を促進

• 個社が手掛ける案件につい
て、ZEB・ZEH、屋根置き
太陽光パネルの標準化

• ICPによるエネルギー消費
性能が高い建物の価値評価

• サプライチェーン内にある
企業との継続的対話

現在の
先進的
取組み

日本全国
ZEB・
ZEH建物
の標準化

2030

2035

2040
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• 新築住宅における
ZEH（等級5）義務化

• ZEB・ZEH関連市場
の拡大

• ZEB・ZEHに対する
理解の向上

• カーボンプライシング
に関わる法整備の進展

• より高い断熱性能を持
つ建物の開発

• 建物内の空調・給湯機
器の電化

• ストックベースでもZEB・
ZEH建物が増加

• 既存の建物における太陽光
発電設置も活発に

BCP（事業継続計画）、居住快適性、知的生産性の観点からも
ZEB・ZEHの付加価値は高い

より性能が高い
ZEB・ZEHが
選択される市場
の形成
既存建物の改修

ZEB・ZEH建物
の拡大及び既
設住宅の性能

向上
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②1.5℃目標達成に貢献する先進
的な取り組みが広がっていくた
めに、ルール、インフラ、
マーケットなどを再構築してい
く

③新たな市場や社会の中で、
先進的な取り組みが高度かつ有機
的に発展してく。

①各企業が長期的な戦略の下で、製品・サービスの
付加価値が高い先進的な取り組みを進める。

個々の先進的な取り組みを、社会のルールやマインドを変えてなが
ら拡大すれば、1.5℃目標を達成できるのではないか。

Geels（2002, 2011）などの理論的
枠組みに基づきIGESが作成
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https://1p5roadmap.iges.jp

1.5℃ロードマップが変化に伴う事業機会を先んじて見つけるための道しるべとして
多くの 方に活用されるための活動を展開していきます。

IGESでは、1.5℃ロードマップ特設ウェブサイトを立ち
上げ、企業事例やインタビューなどの情報を随時更新中。

過去のイベントでの発表動画アーカイブも公開中。

• COP28Japan Pavilion
• ISAP 2023
• 1.5℃ロードマップ報道関係者向け発表会
• G7サミット2024に関する報道関係者向け説明会

https://www.iges.or.jp/en/events/20231206-0
https://isap.iges.or.jp/2023/jp/ps1.html
https://www.youtube.com/watch?v=NJTlcQJGlmw
https://www.iges.or.jp/jp/events/20240708



